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平
成
27
年
度
は
、「
市
長
へ
の
手
紙
」

や
「
陳
情
・
要
望
」
な
ど
を
通
じ
て
、

道
路
な
ど
都
市
建
設
部
門
や
、
市
税
や

社
会
福
祉
な
ど
総
務
や
保
健
福
祉
部
門

に
多
く
の
市
民
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。（
表
１
・
２
）

 

市
長
へ
の
手
紙

　

昨
年
度
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見

と
回
答
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
内
容
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

時
点
の
も
の
で
す
。

声
①

　

軽
自
動
車
税
な
ど
、
カ
ー
ド
で
支
払

い
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

回
答
①

　

市
税
の
納
付
方
法
は
、
口
座
振
替
、

金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
書
払
い
と
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
納
付
し
た
い
と
い
う
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
払
い
の
導
入
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

費
や
カ
ー
ド
会
社
へ
支
払
う
１
件
当
た

り
の
手
数
料
が
、
口
座
振
替
と
比
べ
て

高
額
に
な
る
な
ど
、
新
た
な
費
用
負
担

が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
導

入
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

（
担
当　

納
税
課
、
市
庁
舎
２
階
、
☎

65
・
４
１
２
５
）

声
②

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
、
ボ
ー
ル
を
す

く
い
上
げ
る
ホ
ー
ル
カ
ッ
プ
を
設
置
し

て
ほ
し
い
で
す
。

回
答
②

　

ボ
ー
ル
を
す
く
い
上
げ
る
ホ
ー
ル
カ

ッ
プ
は
、
現
在
、
十
勝
川
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
、
帯
広
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
・
林
間
コ
ー
ス
、
十
勝
川
親
水
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
公
園
利
用
者
の
安
全

確
保
を
優
先
し
、
老
朽
化
し
た
公
園
遊

具
な
ど
の
更
新
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
施
設
の
更
新
を
迎
え

た
時
点
で
、
ホ
ー
ル
カ
ッ
プ
の
交
換
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
担
当　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
、
市
庁
舎

８
階
、
☎
65
・
４
２
１
０
、
み
ど
り
と

花
の
セ
ン
タ
ー
、
緑
ケ
丘
２
、
☎
21
・

３
１
７
２
）

声
③

　

新
総
合
体
育
館
は
災
害
時
の
避
難
所

に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
を
考
え
た
、

防
災
に
強
い
施
設
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

回
答
③

　

現
在
の
総
合
体
育
館
は
、
昭
和
47
年

に
供
用
を
開
始
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で

き
た
こ
と
や
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
建
て
替
え
に
向

け
た
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

総
合
体
育
館
は
、
地
震
な
ど
災
害
時

の
指
定
避
難
所
と
な
っ
て
お
り
、
建
て

替
え
た
後
も
そ
の
役
割
を
引
き
継
ぎ
、

十
分
な
耐
震
性
を
備
え
た
建
物
と
し
て

整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
防
災
備
蓄
倉
庫
や
非
常
用
電

源
設
備
な
ど
を
備
え
、
万
一
の
場
合
で

も
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
ご
利
用

い
た
だ
け
る
施
設
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
担
当　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
、
市
庁
舎

８
階
、
☎
65
・
４
２
１
０
）

市長に寄せられた
市民の声

まちづくりに生かす市民の声

表２  担当部門別「市民の声」

※比率は、少数点以下第2位で四捨五入し、端数整理はしていない

担当部門 項目数 比率 担当部門 項目数 比率
政 策 推 進 80 8.5％ 農 政 60 6.4％
総 務 94 10.0％ 都市建設 218 23.2％
市 民 活 動 81 8.6％ 教 育 71 7.6％
市 民 環 境 69 7.3％ 消 防 11 1.2％
保 健 福 祉 110 11.7％ 上下水道 3 0.3％
こども未来 37 3.9％ そ の 他 14 1.5％
商 工 観 光 92 9.8％ 合 計 940 100％

※比率は、少数点以下第2位で四捨五入し、端数整理はしていない

表１  「市民の声」の受理方法別件数と項目数
受理方法 件数 項目数 比率

市長への手紙 248通 371 39.4％

陳情･要望 45件 384 40.9％
市長との懇談会（地区懇談会・

市民トーク・ティーミーティング・
おじゃまします）

12回 69 7.3％

その他（電話・Eメールなど） 98件 116 12.3％

合　　計 940 100％

　市では、市長への手紙や地区懇談会などを通して、皆さんのご意見やご要
望である「市民の声」をお聴きし、まちづくりへ反映するように努めています。
  問い合わせ　広報広聴課（市庁舎３階、☎６５・４１１０）


